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新 しい 学習指導要領 に対応 した

グラフ作成、 図形作成、 表計算、 デー タベ ー スの研修用教材

加藤 　達也 ， 鳥飼　明史， 馬淵　幸子   文溪 堂 教育情報部

鬱は じめに 鬱教材 の 構成

　新しい学習指導要領で 各教科で の 情報化が示さ

れて以来、多 くの先生 方の 間で 、
パ ソ コ ン をグラ

フ作成、図形作成、表計算、デ
ー

タベ ー
ス 等と し

て 活用する必要があるとの 要望が高ま っ て ま い り

ま しk 。 さらに は 、 これらの 情報活用を目的と し

て パ ソ コ ン を授業で 活用するた め の 研修や、あ る

い は自学習で利用する ため の 研修用教材の 必 要性

も出て まい りま した。

　そ こ で 、学習情報開発 セ ン タ
ーで 制作され まし

た 、

　 「 グ ラ フ 作 成 学 習 ソ フ ト 」

　 「　図　形　作　成　学　習　　ソ　　フ　　ト　」

　 「 表 言十 算 学 習 ソ フ ト 」

　 「 デ ー タ ベ ー ス 学 習 ソ フ ト 」

の 4 本の 学習 ツ
ール ソ フ トを用い て 、 誰に で も短

時間で 前記の 研修が で きる研修用教材を製作 し、

広 く提供する こ とに な りました の で 、今回 ご紹介

い た します。

　今回ご紹介 します研修用教材は、4 本の 学習ツ

ール ソ フ トそれぞれ に つ い て 、 以下の 3種類の 教

材を用意 しました。

　　　 ・利罵 の てびき （テキ ス ト）

　　　 ・研修用教材 フ m ツ ピー

　　　 ・研修用 ビデオテ
ープ

鬱 開発 に際 して の 配慮

　｛1｝ 基本的な操作法の 学習

　学習ツ ール ソ フ トの ような基本ソ フ トの 研修は 、

一
般に 、 は じめて コ ン ピ ュ

ー
タを使う方が多 い た

め、キ
ー

ボ
ー

ドの 操作を始め 、
コ ン ピ ュ

ー
タの 基

本的な操作方法 の 学習が で きる ように しま した 。

とくに 、 そ の 中で 留意 した の は、

　  電源 の ON ，　 OFF

　  キ ーボ ードの 操作

　  マ ウ ス の 使い方

　  文字入力等の 操作 （文章 も含め）

　  デ
ー

タの 記録、管理

　  フ ァ イ ル の 利用

な ど、
コ ン ビ…

一
タの基本的な操作方法 も併せ学

習で きるよ うに しま した 。 この た め、こ の 研修教

材を一
通 り学習すれば、コ ン ビ za・・一タ の 基本操作

が 習得で き、 他の ソ フ トの 利用に も役立 っ ように

な っ て い ます 。
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（2｝ 研修の 時間

研修の 時間 も、 忙 しい先生方の 仕事 の 合間に で

きる よ うに、 1 つ の ソ フ トに つ い て ビ デオテ
ープ

は約十数分で 見 られ 、 区切り （ユつ の 処理 の 区切

り）で ビデオを止め て 実習がで きるように な っ て

い ます 。

　 1 つ の ソ ワ トに つ い て の 必要な時間は 、
ビ デ オ

テ
ープを見 る時間 も含あ約 2 時間で 実習が で きま

す 。　（学校や教育セ ン タ
ーで 、 指導者が 実習を指

示され る場合で は、 約 田寺間で で きます 。 ）

研修用テ キ ス ト

翻図形作成学習 ソ フ ト利用の て びき　 （省略）

鬱 表計算学習 ソ フ ト利用 の てびき　　 （省略）

麟データ ベ ース 学習 ソ フ ト利用の て び き （省略）

研修用教材フロッピ
ー

　 「工入門編 」 で 、それぞれの ソ フ トの起動か ら

終了まで の 基本操作を解説 し、
「皿操作編」 で 利

用 に癒 じた 操作の 方法を解説 して い ますか ら、初

めて コ ン ピ ュ ・一一タ の ソ フ トをお使 い に な る方で も

抵抗な く操作で きます。

　　　グラ フ 作成学習 ソ フ ト利用 の て びき

1入門編

　   グ ラ フ作成学習 ソ フ ト

　   実際に動かす

E操作編

　   操作項目を選 ぶ

　　  資料を入力す る

　　  資料を グラ フ に 表す

　　  入力 した資料を保存す る

　　　◎参考 ：使用説明書

皿活用編 （略）

IVデータ編 （略）

　情報活用の 研修を効率的に 進め られるよう に、

最初か らデ
ー

タを入れ るの で はな く、 前 も っ て 参

考に なる教材データを記録 した フ ロ ッ ピーを用意

しま した 。

　これに は、 次 の よ うな内容の 教材デ ータ が各 ソ

フ トで 利用で きる よ う記録されて い ます 。 こ れ ら

の 中か ら、教材を先生方が任意 に 取 り出し、 実習

を進め る こ とが で き、能率的に研修を行う こ とが

で きます。パ ソ コ ン を使 うの が初めて の 方で も、

テ キ ス トと自習用の ビデオ テ ープを併せ て 利用さ

れれば自学 自習が で きます 。

  グ ラ フ教材データ例

フ ァ イル i 内 容

農産物　 i農産物の 生産額の わ りあ い

米の 生産 ileアーJL7Sた拗米の 生産量の 変化

食料 1　 iお もな食料の 自給率 の 変化

水産物 2i お もな国の 水産物の 輸入量

漁獲量 2i 漁業別の 漁か く量 の 変化

自動車　iお もな国4）自動車生産台数

公害　　 i公害の 苦情件数

日本気温 i日本の気温

日本の 川 i日本の お もな川

躰 降水 i躰 の 陶 繼

L ： i　　
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鬱 図形 教材デ ー
タ

鬱表計算教材データ

纏データ ベ ー
ス 教材デ

ー一タ

（省略 、

（賓略）

（省略）

  　数値の 入力とグ ラ フ

　　数表の一部に数値デ ータを追加 し表作りを行

　い
、 テ ンキー

で の 入力方法を学習 します 。

研修用ビデオテープ

　パ ソ コ ンの 研修 ・自学習に は 、 具体的な操作 の

説明がほ しい もの です 。 特 に 、解説書を 1人 で 読

ん で もなかなか理解で きる もの で はあ りません 。

そ こ で 、 解説書と併せ て 利用で きる ビデオ テ
ー

プ

が必要とな ります 。
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　　　　　　グラ フ作成 の学習

　　 また 、 多 くの 数値デー
タ フ ァ イ ル か らの 取り

　出し方や特定の 項目を選びグ ラ フ 作成を通 して

　各種の グラ フ 表示 の 方法を学習 します 。

（3） グラ フ 作成の 活用

　　各領域や教科で の 利用 方法に っ い て学習 し、

　数瞳情報 の グラ フ 表示とそ の利用に つ い て 理解

　が で きます 。

凶　図形の 作成 （図形作成の学習）

　　簡単な直線、円 、 楕円、筆書き等を用 い て 簡

　単な 図形作成 の 学 習が で きます 。

研修の jl贋序

　 ア プ リケーシ ョ ン ソ フ トを用 い た情報活用 の 指

導を、次 の よ うな手順で 学習で きます 。

　た だ tt こ れ らは各教科 の 内容 との 関係もあ り 、

そ れ らを考慮 した 指導を計画す べ きで す 。

（1） キーボー一・’ドの操作 （グラ フ 作成の学習）

　　フ ロ ッ ピー
に記録され て い るグラ フ教材デ ー

　 タ を利用 し、 キ ーボー ド （テ ン キ ー
、 フ ァ ン ク

　 シ ョ ン キ
ー、リターンキー

、 方向キー等） 、 フ

　 m ッ ピーデ ィ ス クの 使 い 方等の 基本操作をグラ

　 フ 作 りの 中で 学習で きます。

図形作成の学習

（5） 図形編集

　　フ cr ッ ピー
に記録 されて い る図形データを取

　り出し。コ ピー
、 移動 、追加 して 新 しい 図形の
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　作成お よび作成 した図形の フ ロ ッ ピーへ の保管

　 を学習で きます 。

  　文字 の 入力

　　作成 した図形 に文章を表示するため、ロ ー
マ

　字 、 カナ で 入力 し漢宇変換まで の 学習で きます。

　 （ワープ ロ 学習へ の 発展 を配慮 して い ます 。 ）

〔7＞ 数表の作成 、 計算処理 （表計算 の 学習）

　　数値をテ ン キーで 入力 して数表を作 り、 合計 、

　平均を求ある学習が で きます 。

｛8｝ 論理に よる数随情報の 検索

　　数表を使い 各種 の 条件設定 とANr ）、
　OR 等

　の基本的なデータ操作 の 学習が で きます 。

表計 算の 学習

（9） 情報検索の 基礎 （文字情報、データベースの 学習）

　　データベ ー
ス に つ い て の 概要の 学習と簡単な

　検索処理 を学習で きます 。

ao） 情報の 収集 、 整理 、 索引語

　　デ ー
タベ ー

ス の作成を目的と して 、 情報の収

　集 、 整理 、 項目の 設定 、 索引語 の選定等に つ い

　て学習で きます 。

  　デ ー
タベ ース の 作成

　　デー
タを入力 し、 デー

タ ベ ー
ス の管理の 方法

　を学習で きます 。

q尠 検索処理

　　自作 したデー
タベ ー

ス を用 い て検索処理を行

　い 、デ ー
タベ ー

ス の 利用 に っ い て 学習で きます 。

　ま た 、他 の 教科へ の 発展 も併せ 学習で きます 。

デ ー
タ ベ ー

ス の 学習

  　論理検索

　　索引語 を用い た AND ，
　 OR 等の論理に よ る

　検索が学習で きます。

　これ らの 4 種類の ソ フ トは 、学校や教育セ ン タ

ー等の 研修で
一

斉に指導され る場合に は 、 実習も

含め約 4 時間で 学習 で きます。また、個人 で学習

されるときに は、 7 〜 9時間が 必要で す。

  おわ りに

　 こ の よ うに 、　 「グラ フ作成学習ソ フ ト」　 「図形

作成学習 ソ フ ト」　 「表計算学習 ソ フ ト」　「データ

ベ ー
ス 学習 ソ フ ト」 の テキ ス ト、教材デ

ー
タ、操

作説明の ビデオテープ の 3種類の研修用教材を用

意 しま した。こ れに よ り、新しい 学習指導要領の

情報化に対応 した教育を進 め られ る こ とを願 っ て

い ます。 さらに 、今後、よ り多 くの 先生方に基本

ソ フ トが活用 して い ただけるよ うに 、 これ らの 研

修罵教材を改善 し、よ り使い易い研修用の 教材開

発を進めて い きます 。
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